
- 1 -

甘楽町立甘楽中学校 平成３０年７月５日

３学年通信 第38号

6/29『少年の主張 町大会』の発表を終えて ・ ・ ・
６/２９ (金 )『少年の主張 町大会』が行

われました。各学級大会を経て、選出され
た学年代表者６名が発表会に臨みました。
同じ年代の中学生として関心のもてる題材
・テーマであり共感できる内容が多くたい
へん有意義な行事となりました。学年代表
として発表された６名のみなさん、本当に
ありがとうございました。発表者自身にと
っても、聞いていた生徒一人ひとりにとっ
ても得た力は大きいと思います。
なお、最優秀に選ばれた井上美咲さんは

町代表として、８月４日 (土 )『少年の主張
西部地区大会』にて発表します。

『少年の主張 町大会 』 ３年代表者のみなさん
★発表者からの感想
普段は、あまり大勢の前で自分の思いを言う機会がないので少し恥ずかしい気持ち

でしたが、今回の発表で伝えたいことはしっかりと伝えることができたので、良かっ
たと思いました。そして、今回の『少年の主張』を通して、以前に比べて「相手に自
分の思いや考えをはっきり伝えられるようになったこと」で普段の生活面でも自信が
つきました。今回の貴重な体験を通して学んだことを、今後も大切にしていきます。

題：心のよりどころ １組 杉山直輝
『少年の主張 町大会』に向けて、３年間の集大成というつもりで頑張りましたが、

残念ながら最優秀を獲得することができませんでした。練習から本番までの過程を含
め、自分なりに納得のいく取り組みや発表ができたことで、今回の『少年の主張』を
経験し成長できました。 題：大切な曲 １組 山田千聖
今回の『少年の主張大会』に向けて、はじめは、ただ文章を読んで練習しているだ

けの日々でした。同じ発表者の人とたくさん練習を積み重ねていくうちに、発表に向
けてしだいに気持ちが入り、速さや抑揚を付けられるようになりました。このような
大勢の人の前で、自分なりに精一杯発表できた経験と自信を、今後の生活に生かして
いきます。 題：「失敗」と「挑戦」 ２組 大類百華
僕は今回の『少年の主張』で、多くの人たちの前で自分の考えを発表することがで

き、とても満足しています。発表中はミスもしてしまいましたが、最後までやり切る
ことができました。今回貴重な経験ができたことや得た自信を大切にして、これから
の学校生活につなげていきたいです。 題：めざすことの大切さ ２組 堀口花道
昨年に続き２回目の代表発表でしたので、たくさん練習をして緊張せずに落ち着い

て発表することを特に意識しました。しかし、発表本番では、大勢の人がいて予想外
の緊張をしてしまい最後の方は正直、困惑してしまいアドリブで何とか乗り切りまし
た。本番の雰囲気がすごいところが、『少年の主張大会』の迫力と恐さでもあります。
こんな貴重な体験が２回もできたので、選んでくれた多くの人たちに感謝したいです。
この経験をムダにせず、今後の学校生活に役立てていきたいです。

題：「全力」って何だろう？ ３組 大須賀翔英
今回の『少年の主張大会』では、自分の思いがたくさんの人に理解してもらえるよ

うに、そして、少しでも私の主張で変わってくれる人がいたらいいなという気持ちで
練習から本番まで取り組みました。これまでは、人前で自分の考えを発表するという
ことに少しためらいもありましたが、この経験を通して、もっとたくさんのことに進
んで挑戦してみようという前向きな気持ちになることができ、とても良かったです。

題：醤油 ３組 井上美咲

「通信陸上競技群馬県大会」より
去る６月２３･２４日 (土 ･日 )に行われた「通信陸上競技群馬

県大会」において、３年生堀口君と花島君の２人が大活躍しま
した。堀口君については、１５００ｍ、３０００ｍの２種目で
好成績を収め、見事関東・全国大会の出場権を獲得しました。
○堀口花道 共通３０ ０ ０ｍ ８分４ ７秒 33 優勝

（関東 ・全国大会出場、富岡甘楽地区新記録）
共通１５ ０ ０ｍ 予選４分 ４秒 16(決勝4分11秒61) ２位
（全国大会出場、富岡甘楽地区新記録）

○花島央雅 共通３ ０ ０ ０ ｍ ９分 ２ ８秒 08 １ ０位 表彰台左端は優勝した堀口君
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